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12　

徳
島
は
銀
行
の
歴
史
も
藍
商
人
か
ら

◉
銀
行
条
例
ま
で
の
歴
史

　

明
治
維
新
以
降
の
日
本
で
は
、
1
8
7
2
（
明
治
5
）
年
11
月
、
太
政
官
布
告
と
し
て
公
布
さ
れ
た

国
立
銀
行
条
例
に
よ
り
、
第
一
（
東
京
）
、
第
二
（
横
浜
）
、
第
四
（
新
潟
）
、
第
五
（
大
阪
）
の
国
立

銀
行
（
発
券
機
能
を
持
つ
銀
行
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
4
行
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
政
府
は
1
8
7
6
（
明
治
9
）
年
に
国
立
銀
行
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
立
銀

行
の
設
立
は
容
易
に
な
り
、
各
地
で
設
立
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

1
8
7
9
（
明
治
12
）
年
、
第
百
五
十
三
銀
行
を
最
後
に
、
そ
れ
以
後
の
国
立
銀
行
の
設
立
は
許
可

さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
立
銀
行
が
急
増
し
は
じ
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
1
8
8
2
（
明
治
15
）

年
に
日
本
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
1
8
8
3
（
明
治
16
）
年
5
月
に
国
立
銀
行
条
例
が

改
正
さ
れ
、
国
立
銀
行
は
発
券
機
能
を
停
止
し
私
立
銀
行
に
転
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

1
8
9
3
（
明
治
26
）
年
7
月
に
銀
行
条
例
が
施
行
さ
れ
、
銀
行
は
5
4
5
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
立
銀
行
の
第
1
号
は
、
1
8
7
6
年
7
月
に
設
立
さ
れ
た
三
井
銀
行
（
現
・
三
井
住
友
銀
行
）
で
す
。
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◉
全
国
２
位
の
資
本
金
、
久
次
米
銀
行

　

全
国
の
長
者
番
付
の
上
位
に
名
を
連
ね
る
藍
商
人
で
あ
り
、
材
木
業
も
営
む
久く

次じ

米め

兵ひ
ょ
う

次じ

郎ろ
う

は
、

1
8
7
9
（
明
治
12
）
年
11
月
24
日
に
銀
行
の
開
業
免
許
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
12
月
15
日

に
国
内
5
番
目
の
私
立
銀
行
と
し
て
久
次
米
銀
行
が
開
業
し
ま
し
た
。
資
本
金
50
万
円
は
、
三
井
銀
行
の

２
０
０
万
円
に
次
ぐ
全
国
2
位
、
そ
ん
な
大
銀
行
が
徳
島
に
で
き
た
の
で
す
。
藍
商
人
の
経
済
力
が
い
か

に
大
き
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

徳
島
市
西
船
場
町
に
本
店
を
置
き
、
早
々
に
東
京
と
大
阪
、
そ
の
後
、
新
宮
（
和
歌
山
県
）
・
洲
本

（
兵
庫
県
）
・
須
賀
川
（
福
島
県
）
に
支
店
・
出
張
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
材
木
商
と
し
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
生
か
し
な
が
ら
、
営
業
範
囲
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

1
8
8
0
年
代
半
ば
の
日
本
は
紡
績
と
鉄
道
を
中
心
に
企
業
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
、
製
糸
業
な
ど

輸
出
産
業
が
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
好
景
気
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
の
夏
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の

後
変
調
を
き
た
し
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
、
金
融
は
ひ
っ
迫
し
金
利
は
高
騰
、

株
価
は
暴
落
の
悪
循
環
と
な
り
、
日
本
で
初
め
て
近
代
的
意
味
で
の
経
済
恐
慌
が
起
こ
り
、
多
く
の
企
業

や
銀
行
が
破
た
ん
し
ま
し
た
。

　

久
次
米
銀
行
も
木
材
価
格
の
暴
落
を
直
接
の
契
機
に
、
1
8
9
1
（
明
治
24
）
年
5
月
30
日
休
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
9
月
に
は
関
東
部
と
関
西
部
に
分
離
し
ま
し
た
。
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関
東
部
で
は
、
1
8
9
2
（
明
治
25
）
年
2
月
4
日
に
破
た
ん
処
理
後
継
銀
行
と
し
て
合
資
会
社
久

次
米
銀
行
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、
1
9
0
5
（
明
治
38
）
年
10
月
28
日
に
東
京
地
方
裁
判
所
か
ら
破

産
決
定
の
宣
告
を
受
け
、
再
び
破
た
ん
し
ま
し
た
。
一
方
の
徳
島
本
店
や
大
阪
支
店
な
ど
の
関
西
部
は
、

後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
今
の
阿
波
銀
行
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

久
次
米
銀
行
以
外
の
県
内
の
主
な
2
つ
の
銀
行
を
み
て
み
ま
す
。
一
つ
は
、
第
八
十
九
国
立
銀
行
で
す
。

徳
島
藩
の
旧
藩
主
や
士
族
の
出
資
に
よ
っ
て
1
8
7
9
（
明
治
12
）
年
５
月
に
開
業
し
ま
し
た
が
、
明

治
末
年
ま
で
に
解
散
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
1
8
8
2
（
明
治
15
）
年
5
月
に
営
業
を
開
始
し
た

資
本
金
７
万
円
の
徳
島
銀
行
（
現
在
の
徳
島
大
正
銀
行
と
は
異
な
り
ま
す
）
で
す
。
徳
島
で
鉄
道
や
電
灯

な
ど
の
会
社
を
設
立
し
た
藍
商
人
・
大お

お

串ぐ
し

龍り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
阿
波
商
業
銀
行
に
次
ぐ
預
金

シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
取
付
け
に
あ
っ
て
休
業
し
た
後
、
阿
波
商
業
銀
行
（
現
在
の
阿
波
銀

行
）
に
営
業
権
を
譲
渡
、
1
9
2
8
（
昭
和
３
）
年
に
解
散
し
ま
し
た
。

　

取
付
け
と
は
、
信
用
を
失
っ
た
金
融
機
関
等
に
預
金
者
が
預
金
引
き
出
し
を
求
め
押
し
寄
せ
る
こ
と
で

す
。
昨
今
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
で
、
間
違
い
や
い
た
ず
ら
だ
け
で
は
な
く
、
悪
質
な
風
評
を
一
瞬
に

し
て
流
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
に
限
ら
ず
、
間
違
っ
た
情
報
か
ら
騒
ぎ
に
な
っ
た

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
全
く
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
ま
で
影
響
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
企
業
な
ど
は
普
段
か

ら
正
確
な
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、
風
評
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
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て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
を
受
け
取
る
側
も
間
違
っ
た
騒
ぎ
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
情
報
を
鵜う

呑の

み

に
す
る
こ
と
な
く
自
ら
が
確
認
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
欠
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

◉
阿
波
銀
行
、
堅
実
経
営
の
ル
ー
ツ

　

久
次
米
銀
行
を
分
離
し
た
関
西
部
の
預
金
債
務
等

の
完
済
を
目
的
と
し
て
、
1
8
9
2
（
明
治
25
）

年
2
月
に
無
限
責
任
会
社
阿
波
銀
行
（
翌
年
6
月
28

日
、
商
法
施
行
に
よ
り
合（

＊
）

名
会
社
阿
波
銀
行
に
組
織

変
更
）
が
、
徳
島
の
藍
商
人
を
中
心
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
阿
波
銀
行
の
経
営
は
軌
道
に
乗
り
、
債
務
処

理
は
予
定
よ
り
も
早
く
4
年
間
で
完
了
し
、
当
初
の

目
的
を
果
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
代
的
企
業
が

大
き
く
発
展
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
解

散
さ
せ
る
よ
り
も
、
地
元
産
業
育
成
の
た
め
恒
久
的

な
銀
行
と
し
て
残
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
高
ま
っ
て

設立当時の阿波銀行本店  ©阿波銀行
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き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
1
8
9
6
（
明
治
29
）
年
6
月
27
日
の
存
立
期
間
満
了
を
控
え
、
広
く
県
内
資

産
家
や
一
般
投
資
家
な
ど
に
出
資
を
求
め
て
新
た
に
株
式
会
社
阿
波
商
業
銀
行
を
設
立
（
1
8
9
6
年

6
月
21
日
開
業
）
し
、
預
金
と
貸
金
の
大
部
分
を
移
し
替
え
ま
し
た
。
こ
う
し
て
発
足
し
た
阿
波
商
業
銀

行
が
、
1
9
6
4
年
10
月
1
日
に
阿
波
銀
行
に
行
名
を
変
更
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
波
商
業
銀
行
は
、
経
済
恐
慌
に
よ
る
久
次
米
銀
行
の
経
営
破
た
ん
を
経
験
し
た
教
訓
を
生
か
し
、
健

全
な
銀
行
経
営
を
目
指
し
ま
し
た
。
商
取
引
の
裏
付
け
の
あ
る
短
期
の
金
融
を
主
体
と
し
、
特
定
企
業
へ

の
集
中
貸
出
を
排
除
し
た
資
金
運
用
を
原
則
と
し
ま
し
た
。
商
品
売
買
に
必
要
な
資
金
を
供
給
す
る
商
業

金
融
の
担
い
手
と
し
て
の
決
意
を
か
か
げ
、
銀
行
名
に
「
商
業
」
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

設
立
趣
意
書
に
も
記
さ
れ
た
「
堅
実
経
営
」
は
、
現
在
も
阿
波
銀
行
の
行こ

う

是ぜ

で
あ
り
、
近
代
化
の
過
程

で
日
本
が
好
不
況
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
経
済
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
決
し
て
揺
ら
ぐ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
ら
に
藍
商
人
は
、
「
手て

拍う
ち

限か
ぎ
り

」
に
代
表
さ
れ
る
信
用
の
重
視
や
、
信
用
を
維
持
継
続
す
る
た
め
に
、

自
ら
の
行
動
を
厳
し
く
律
し
な
が
ら
社
会
に
対
し
て
は
精
一
杯
奉
仕
す
る
と
い
う
、
「
陰い

ん

徳と
く

」
の
精
神
を

大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
創
業
の
精
神
に
は
藍
商
人
の
精
神
が
生
き
て
お
り
、
阿
波
銀
行
で
は
現
在
も
そ

の
精
神
を
大
切
に
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
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◉
徳
島
県
内
の
預
貯
金
・
貸
出
金

　

そ
れ
で
は
徳
島
県
内
の
金
融
の
現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
2
0
2
0
年
3

月
末
の
県
内
の
預
金
と
貯
金
の
残
高
は
7
兆
4
千
億
円
、
う
ち
国
内
銀
行
の
預
金
残
高
は
4
兆
6
千
億
円
、

そ
の
国
内
銀
行
の
預
金
残
高
の
う
ち
個
人
預
金
は
3
兆
3
千
億
円
で
、
そ
の
他
は
法
人
・
地
方
公
共
団
体

等
か
ら
の
預
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
銀
行
の
県
内
向
け
貸
出
金
は
2
兆
1
千
億
円
で
す
。
国
内
銀
行
で
み
た
預
金
に
対
す
る
貸

出
金
の
割
合
は
4
割
強
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
県
外
で
の
貸
出
や
国
債
、
地
方
債
な
ど
の
有
価
証
券
等
で

の
運
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
国
内
銀
行
の
預
金
、
貸
出
金
残
高
の
2
0
1
5
年
3
月
末
か
ら
の
5
年
間
の
増
減
率
を
み
る
と
、

預
金
残
高
は
6
・
9
％
増
、
う
ち
個
人
預
金
は
3
・
8
％
増
、
一
方
、
貸
出
金
は
17
・
5
％
増
と
貸
出
金

の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

銀
行
な
ど
が
預
か
っ
た
お
金
は
預
金
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協

同
組
合
及
び
労
働
金
庫
が
預
か
っ
た
お
金
は
貯
金
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

国
債
と
は
国
が
発
行
す
る
債
券
の
こ
と
で
、
債
券
を
金
融
機
関
な
ど
の
投
資
家
や
個
人
に
販
売
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
資
金
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
地
方
債
と
は
、
国
債
と
同
じ
よ
う
に
、
都
道
府
県
や
市
町

村
と
い
っ
た
地
方
自
治
体
が
発
行
す
る
債
券
の
こ
と
で
す
。
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◉
徳
島
の
銀
行

　

県
内
に
は
、
都
市
銀
行
（
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
U
F
J
銀
行
）
、
地
方
銀
行
（
阿
波
銀
行
、
百
十
四

銀
行
、
伊
予
銀
行
、
四
国
銀
行
）
、
第
二
地
銀
（
徳
島
大
正
銀
行
、
香
川
銀
行
、
愛
媛
銀
行
、
高
知
銀

行
）
が
店
舗
を
構
え
て
い
ま
す
が
、
信
託
銀
行
は
2
0
1
8
年
に
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

銀
行
の
種
類
が
い
ろ
い
ろ
出
て
き
ま
し
た
が
、
国
内
銀
行
は
、
都
市
銀
行
、
地
方
銀
行
、
第
二
地
銀
、

信
託
銀
行
に
分
か
れ
て
お
り
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）
、
都
市
銀
行
と
は
東
京
や
大
阪
な
ど
大
都
市
部

に
本
店
を
置
き
、
全
国
に
支
店
を
展
開
し
て
い
る
銀
行
を
い
い
、
地
方
銀
行
と
は
主
に
都
道
府
県
な
ど
地

域
を
営
業
地
盤
と
し
て
い
る
銀
行
で
、
全
国
地
方
銀
行
協
会
加
盟
銀
行
を
い
い
ま
す
。
な
お
、
国
内
銀
行

以
外
の
銀
行
に
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
業
銀
行
等
が
あ
り
ま
す
。

　

信
託
銀
行
と
は
銀
行
業
務
と
信
託
業
務
の
両
方
を
営
ん
で
い
る
銀
行
で
、
全
て
の
信
託
業
務
を
営
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
信
託
業
務
と
は
委
託
者
が
信
頼
で
き
る
人
（
受
託
者
）
に
対
し
て
お
金
や
土
地
・
建
物

な
ど
の
財
産
を
移
転
し
、
受
託
者
は
委
託
者
か
ら
託
さ
れ
た
目
的
に
従
い
、
受
益
者
の
た
め
に
そ
の
財
産

を
管
理
・
処
分
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　

第
二
地
銀
と
は
第
二
地
方
銀
行
協
会
加
盟
銀
行
で
、
主
に
無
尽
か
ら
出
発
し
、
中
小
企
業
金
融
を
専
門

と
す
る
相
互
銀
行
を
経
て
普
通
銀
行
に
転
換
し
た
地
域
金
融
機
関
を
い
い
ま
す
。
無
尽
と
は
庶
民
金
融
の

手
段
と
し
て
古
く
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
、
参
加
者
を
集
め
、
お
互
い
の
掛
け
金
で
金
銭
を
融
通
す
る
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も
の
で
す
。
無む

尽じ
ん

会
社
の
ほ
と
ん
ど
は
1
9
5
1
年
の
相
互
銀
行
法
の
成
立
に
伴
い
相
互
銀
行
と
な
り
、

そ
の
後
普
通
銀
行
へ
転
換
し
ま
し
た
。

　

徳
島
大
正
銀
行
は
、
1
9
1
8
（
大
正
7
）
年
3
月
に
富
岡
無
尽
と
し
て
設
立
さ
れ
、
1
9
5
1
年

に
徳
島
相
互
銀
行
、
1
9
8
9
年
に
徳
島
銀
行
へ
商
号
変
更
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
2
0
2
0
年
に
大

阪
に
本
社
が
あ
る
大
正
銀
行
と
合
併
し
、
現
在
の
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
2
0
1
0
年
4
月

に
香
川
銀
行
と
共
同
持
株
会
社
ト
モ
ニ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
を
設
立
し
て
経
営
統
合
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
正
銀
行
は
、
2
0
1
6
年
に
ト
モ
ニ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
傘
下
に
入
り
ま
し
た
。

◉
そ
の
他
の
金
融
機
関

　

一
定
の
地
域
を
営
業
地
域
と
し
て
地
域
の
中
小
企
業
や
個
人
の
会
員
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
協

同
組
織
金
融
機
関
と
し
て
、
県
内
に
は
徳
島
信
用
金
庫
と
阿
南
信
用
金
庫
の
2
信
用
金
庫
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
組
合
、
消
費
生
活
協
同
組
合
や
労
働
者
等
を
会
員
と
す
る
四
国
労
働
金
庫
の
店
舗
が
あ
り

ま
す
。
農
業
に
関
し
て
は
農
業
協
同
組
合
と
そ
の
上
部
組
織
で
あ
る
徳
島
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合

会
、
漁
業
に
関
し
て
は
徳
島
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
貯
金
業
務
と
貸
出
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
系
の
金
融
機
関
と
し
て
は
、
商
工
組
合
な
ど
の
中
小
企
業
等
協
同
組
合
と
そ
の
構
成
員
へ
金
融
を
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行
う
商
工
組
合
中
央
金
庫
や
、
国
民
生
活
事
業
や
中
小
企
業
事
業
、
農
林
水
産
事
業
へ
の
融
資
を
担
う

1
0
0
％
政
府
出
資
の
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
支
店
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
金
融
機
関
の
ほ
か
、
株
式
等
の
有
価
証
券
の
売
買
や
売
買
の
仲
介
な
ど
を
行
う
証
券
会
社
が
あ

り
ま
す
。
県
内
に
本
店
を
置
く
証
券
会
社
は
阿
波
証
券
と
徳
島
合
同
証
券
の
2
社
で
す
。
こ
の
2
社
の
ほ

か
県
外
か
ら
野
村
證
券
、
S
M
B
C
日
興
証
券
、
大
和
証
券
、
み
ず
ほ
証
券
、
岡
安
証
券
、
香
川
証
券

が
支
店
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

生
命
保
険
会
社
と
損
害
保
険
会
社
に
つ
い
て
は
、
県
内
に
本
社
を
置
く
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
社

が
支
店
・
営
業
所
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◉
阿
波
銀
行
の
取
り
組
み

　

阿
波
銀
行
は
2
0
2
0
年
3
月
末
で
預
金
が
2
兆
9
千
億
円
、
う
ち
県
内
が
2
兆
4
千
億
円
、
貸
出

金
が
1
兆
9
千
億
円
、
う
ち
県
内
が
1
兆
1
千
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
預
金
の
約
4
割
、
貸
出
金
で

約
５
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
県
内
ト
ッ
プ
バ
ン
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
人
口
の
高
齢
化
と
減
少
が
ま
す
ま
す
進
む
こ
と
か
ら
、
地
域
金
融
機
関
は
自
ら
が
存
立
す
る
と
こ

ろ
の
経
済
基
盤
の
弱
体
化
に
直
面
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
、

金
融
機
関
も
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
将
来
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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阿
波
銀
行
で
は
、
事
業
性
評
価
（
取
引
先
企
業
等
の
将
来
性
を
的
確
に
見
き
わ
め
る
こ
と
）
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
発
揮
（
取
引
先
企
業
等
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
）
、
ま
た
、
地
方
創
生

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
徳
島
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
支
援
す
る

フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
、
起
業
支
援
の
取
組
み
で
あ
る
T
I
B
（
徳
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ベ
ー
ス
）
へ
の

参
画
、
創
業
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
実
施
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
策
定
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
四
国
の
他
の
地
方
銀
行
（
百
十
四
銀
行
、
伊
予

銀
行
、
四
国
銀
行
）
と
四
国
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
み
、
四
国

地
域
の
持
続
的
成
長
・
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
6
月
、
野
村
證
券
と
包
括
的
業
務
提
携
を
行

い
、
一
生
涯
を
通
じ
て
お
客
さ
ま
の
人
生
設
計
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

地
域
の
金
融
資
産
を
守
り
育
て
て
い
く
と
い
う
銀
行
・
証
券
・

保
険
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
12
月
、
「
地
方
創
生
・
地
域
活
性
化
へ
の

貢
献
」
「
お
客
さ
ま
を
起
点
と
し
た
銀
行
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

向
上
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
新
し
い
本
店
営
業
部
が

阿波銀行本店  ©阿波銀行
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オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
建
物
の
多
く
を
「
阿
波
銀
プ
ラ
ザ
」

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
」
「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」

「
ヒ
ス
ト
リ
ー
ル
ー
ム
」
「
バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ア
タ
ー
」
な
ど

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
が
占
め
、
銀
行
の
お
客
さ
ま
以
外

の
方
々
に
も
広
く
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
徳
島
市
中
心

街
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
ひ
い

て
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
政
策
目
標
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
、
各
地
域

が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
総
合
力
が
問

わ
れ
て
お
り
、
産
官
学
、
つ
ま
り
産
業
界
、
行
政
、
学
校
・

研
究
機
関
な
ど
と
密
接
な
連
携
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
金
融
機
関
も

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
阿
波
銀
行
も
そ
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

阿波銀行本店営業部  ©阿波銀行
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